
平成２９・３０・令和元年度
学力向上推進拠点校の成果に基づく
組織的・協働的な学力向上の取組

Ｑ＆Ａ
福岡県教育委員会
令和２年３月

福津市立福間東中学校 宇美町立宇美東中学校

宮若市立宮若東中学校

久留米市立牟田山中学校
大牟田市立松原中学校

行橋市立行橋中学校 田川市立鎮西中学校

まとめ 学力向上推進拠点校の成果を各校の取組につなぐために。

校長のリーダーシップとマネジメントによる経営方策が全教職員に行
きわたることが重要です！

福岡県教育庁教育振興部義務教育課
〒812-8575 福岡市博多区東公園７番７号
TEL (092)643-3910

URL http://gimu.fku.ed.jp

① 機動力を持ったミドルリーダーを育成しましょう。
・ 先を見据えた人材育成計画を立てましょう。
・ 役割のPDCAを体験させ、マネジメント力を育てま
しょう。

② 一人一人のモチベーションを上げましょう。
・ 「なぜ、やるのか」の意義について議論し、納得感を
もって取り組めるようにしましょう。

・ 満足感が得られるようなフィードバックをしましょう。

検索義務教育課各種資料

④ 学習過程の終末に学習を振り返る時間を位置付け、記述された内容
から、授業を検証しましょう。

③ 児童生徒と教師が同じ項目で授業評価できるようにしましょう。

大牟田市立松原中学校「授業評価」

児童生徒による「授業評価」 教師による「授業評価」

宮若市立宮若東中学校「Point Getシートの取組」

めあて
づくり
考えの
広がり
深まり
まとめ
振り返り

双方向の評価により意識のズレが確認できます。

１時間の授業の終末に、その時間の学
習で大切だと思うポイントを生徒自身で
まとめます。
生徒は、授業で分かったこと、分から

なかったことを明らかにすることができ、
教師は本時の主眼が達成できたかを明ら
かにすることができます。
生徒にとっては、毎時間のポイントの

積み上げが定期考査前の自学の資料にな
ります。

A3-3 児童生徒による授業評価を活用し、「学習の主体者である児童生
徒」の視点から授業を改善することです。

② 授業づくりの視点に合わせて評価シートなどの工夫をしましょう。

久留米市立牟田山中学校の自評シート

① 学校全体で取り組む授業改善の視点に沿って明確な評価規準をつく
りましょう。

田川市立鎮西中学校の学力向上プラン（一部）と
「授業改善の視点」視点２【授業づくり】

○ 「めあて」と「まとめ」
を明確にした授業
○ 自分の考えを「かく活
動」や「交流する活動」を
位置付けた授業

【授業づくり】の視
点に示した内容に全教
職員が取り組めるよう、
対応した評価規準が作
成されています。

共通の学習過程に沿った自評
シートを作成することで、手立て
の意識化が図れます。

自評シート 

（授業参観して頂き、ありがとうございました。では、自評を述べさせてもらいます。） 

本日の授業は、主眼として 
 
 
ことをねらいとし、授業後の生徒の姿としては、 
 
 
を目指して授業を行いました。この主眼達成のための手だてとして、 
【個①に対する手立て】では、 
 
 
 
【小集団に対する手立て】では、 
 
 
 
【個②に対する手立て】では、 
 
 
 
最後に、【振り返り】では、 

取組全体の
構造
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A1-1 児童生徒の学力実態について客観的な分析を通して、課題を明確
にし、それを踏まえた目標と具体的な取組を設定することです。

大牟田市立松原中学校学力向上プラン（９月）

視点２【授業づくり】
事実と理由をもとに
結論を論理的に表現す
る対話活動を位置付け
た知識と技能を習得す
る授業づくり

視点４【教員の意
識・指導力の向上】
学習プリント・

ノートに自分の考え
を根拠をもとに書く
機会をつくる。

Ⅰ 視点１－①の課題に
対応した目標を立てて
います。

Ⅱ 「考えの根拠」を共
通内容として取組を設
定することで、課題と
関連付けています。

令和元年度 松原中学校 学力向上プラン

久留米市立牟田山中学校
学力向上ロードマップ

各担当の役割を年間計画に
位置づけることで計画的に取
組を進めることができます。

A1-2 いつ（までに）、誰が、何をするのか見通しをもつことです。

視点１－②《短期目標》
事実と理由をもとに結論を論理的に表現したり、対話活
動をもとに自分の考えを広げたり、深めたりできる生徒

視点１－①
内容を捉えて自分の考えをもったり伝
えたい内容を根拠をもとに説明したりす
ることが課題。

Ⅰ

Ⅱ

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

結
果
公
表

(

国) 結
果
公
表

(

県)

今
年
度
の
取
組
成
果
�
次

年

度

の

目

標

説

明

調

査
等

学
校

PD C A

授

業

�
�

�

視
点
�

自

校

採

点

指

導

資

料

を

参

考

に
学
力
向
上
プ
ラ
ン
改

善

学

力

向

上

プ

ラ

ン

説

明

学
力
向
上
プ
ラ
ン
検
証

調

査

結

果

の

分

析

・

共

有

教

育

課

程

評

価

�

学

校

評

価

�

教

育

課

程

編

成

カ

リ

キ

�

ラ

ム

･

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

全
国
学
力

調
査

小
６

中
３

県
学
力
調
査

小
５

中

１･

２

高
校
入
学
者

選
抜
学
力
検

査
4/18 6/18

本年度の総括･次 年度教育計 画の立案調 査 結 果 分 析 ・ 結 果 に 基 づ く 授 業 改 善

校 内 授 業 研 修

基

盤

�
�

�

視
点
�

意
識
�指
導
力

視
点
�

連

携

視
点
�

CRT

生
活
実
態

調
査

CRT

生
活
実
態

調
査

結
果

��定
期
考
査
問
題
の
改
善

「自分の考えをつくる」「書く」
「説明する」を大事にした単元構成
ねらいと方法を明確にした交流活動

学
力
向
上
プ
ラ
ン
具
現

化
の
た
め
の
校
内
研
修

拠
点
校
最
終
報
告
会

11/6 �生
徒
に
�
る
授
業
評
価

�定
期
考
査
問
題
の
改
善

�生
徒
に
�
る
授
業
評
価

�定
期
考
査
問
題
の
改
善

8/29

主

幹

教

諭

CRT

結
果
分
析
と
提
案

授
業
研
究
の
年
間
計
画

指
導
案
形
式
等

学
生
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

地
域
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

長
期
休
業
中
の

�
あ
す
た
い
む
�

運
営

拠
点
校
連
絡
協
議
会

6/7

牟
田
山
ノ
�
ト

定
期
考
査

問
題

授
業

研
究
会

学
校
評
価
の
分
析
①

定
期
考
査
問
題
提
示

授
業
研
①

�代
表
授
業
�

授
業
研
②

授
業
研
③
④

授
業
研
⑤

授
業
研
⑥

定
期
考
査
の
工
夫

定
期
考
査
の
工
夫

定
期
考
査
の
工
夫

定
期
考
査
の
工
夫

学
校
評
価
の
分
析
②

授
業
研
総
括

牟
田
山

ノ
�
ト

�
あ
す
た

い
む
�

学
習
�
�
�
�

�
�
�
�
選
出

生
徒
�
�
�
�
�
①

生
徒
の
記

述
に
関
す

る
分
析

生
徒
�
�
�
�
�
②

生
徒
�教
師

�
�
�
�
�

使
い
方
の

交
流

意
義
と
使
い

方
の
確
認

�職
員
�全
校

生
徒
�

保
護
者
学
校
評
価

�
�
�
�
�

振
り
返
り
記
述

保
護
者
�
�
�
�

分
析
①

打 ち 合 わ せ

長
期
休
業
中
の
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営
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②
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会
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「 あ す た い む 」 実 施 （ 毎 週 月 曜 日 、 定 期 考 査 前 、 長 期 休 業 中 ）

書
式
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト
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②
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代表授業研

「牟田山流学習の
極意」の流れ確認

授業研②
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価
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査
問
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�
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資
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作
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案
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準
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成
果
と
課
題

地
区
間
交
流

学
力
向
上
�
�
�
見
直
し
②

7/26

9/26

授
業
評
価
の
集
計
�分
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拠
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報
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案
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状
作
成
�役
割
分
担
等
提
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授
業
評
価
の
提
案
�実
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授
業
評
価
の
集
計
�分
析

最
終
報
告
会
意
見
集
約
と

改
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確
認

小
中
連
携
学
力
部
会

小
中
連
携
計
画

小
中
連
携
全
国
学
�
問
題
交

換
と
打
合
�

小
中
連
携
全
国
学
�
自
校
採

点
持
�
寄
り

小
中
連
携
全
国
学
�
結
果
分

析
を
�
と
に
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践
の
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�

小
中
連
携
授
業
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の
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�
�
記
入
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連
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共
通
実
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の
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返
り

担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

Q1 効果的な検証改善サイクルを確立するために大切なことは、何ですか？ Q2 協働的な組織をつくる上で大切なことは、何ですか？

A2 目標達成に向けた効率的な組織をつくることと教職員全体で取組の
成果や課題を共有することです。

① 学力向上プランの各取組に対応した組織をつくりましょう。

② 各種調査結果にみられる課題について、「通信（便り）等」で情報
を共有しましょう。

福津市立福間東中学校の研究推進体制

学力向上プランの
各視点に沿った役割
を全教職員で分担す
ることで、当事者意
識をもって取組を進
めることができます。

行橋市立行橋中学校の教務部報

各部会の進捗状況等
を確認する「マネジメ
ント委員会」、「研究
推進委員会」を設置す
ることで、すべての部
会が全体の方針に沿っ
て取組を進めることが
できます。

学力向上プランの視点や自
校で共通して行う取組につい
て、教師と生徒の双方による
評価結果を比較し、課題を分
析しています。

全国学力・学
習状況調査の結
果推移をグラフ
を使って分かり
やすく提示する
ことで、課題の
共有を図ってい
ます。

Q3 授業改善の取組を全教職員に浸透させるために大切なことは、何ですか？

A3-1 共通して取り組む学習過程などを全教職員が理解し実践することです。

○ 単元や１単位時間の学習過程のつくり方を具体的なモデルで示しま
しょう。

田川市立鎮西中学校の授業のグランドデザイン学習過程に沿っ
た学習形態を示す
ことで、すべての
教科で実践できる
ようにしています。

「見通す」段階と
「交流する」段階
における指導のポ
イントを明確にし
ています。

発言を予想する
ことで、生徒の姿
を見取りやすくし
ています。

主眼とめあてと
まとめが沿うよう
に、例を示してい
ます。

本時の核となる
思考に沿った表現
技法（例）を示し
ています。

中心となる活動
の目的と手立てを
明らかにしていま
す。

福津市立福間東中学校の「３段階５活動」による学習過程
３段階５活動の学習過程を組み、

活動時間の目安や具体的な活動内容
を明らかにすることで、教科の枠を
超えて共通した過程での授業づくり
を可能にしています。

５
活
動

３
段
階

宇美町立宇美東中学校の学習の「めあて」

授業構想段階で、本時のめあてに沿って「考える
ための技法」を明らかにしたり、問題の中に「物事
を捉える際の視点や考え方」を取り入れたりするこ
とを共通の取組としています。
このことにより、生徒が自ら考えをつくれるよう

な授業が行われています。

単元全体を１枚のシート
にまとめることで一目で単
元全体の流れが見えます。

【単元マップ作成の手順】
① 単元で育成する資質・能
力を設定

② 指導の重点や時間配分の
設定

③ 単元計画の中に３つの授
業スタイルの位置付け

④ 到達度を見取る問題（検
証問題）の作成

※ 検証問題は、全国学力・
学習状況調査や公立高校入
試問題を参考に教科部会や
教務主任と検討。

１単位時間のねらいに
沿って、３つの授業の型を
位置付けます。

（問題解決型）
学習した知識及び技能を

使って問題を解く。

（講義説明型、訓練鍛錬型）
問題解決に必要な知識及

び技能を習得する。

行橋市立行橋中学校の
単元マップ

検証問題

A3-2 研究授業のＰＤＣＡサイクルにおける役割分担を明確にし、全員が
関わりあえる体制をつくることです。

社会科 数学科

国語科

家庭科

宇美町立宇美東中学校の
授業反省協議会

久留米市立牟田山中学校の研究授業のPDCA

複数の教科の
教師が集まり、
学習指導要領を
根拠に授業づく
りについて議論
することで、確
かな授業づくり
を行います。

すべての教師が授業に関わるよう、指導案検討(P)→研究
授業(D)→振り返り(C・A)段階の役割や内容を決めています。

第一次 身近な事象を通して、消費生活と市場経済についての理解を深める。

①講義説明型 ②講義説明型

④講義説明型③問題解決型

第二次 生産と金融のしくみと役割、社会における企業の役割と責任について考え
る。

⑦講義説明型

⑤問題解決型 ⑥問題解決型

⑧訓練鍛錬型

第三次 社会生活における職業の意義と役割、雇用と労働条件の改善について多面
的・多角的に考える。

⑨問題解決型 ⑩問題解決型

指導案に添付する学習
指導要領の写し

研 究 授 業 の P D C A 久留米市立牟田山中学校

Ｄ 実行Ｐ 計画

Ｃ・Ａ 点検・修正

【５日前】

①研究部打ち合わせ
〈校長、教頭・研究部・教務主幹教諭〉
○日程及び授業者等の確認
・日程、会場（授業教室・協議会場）
・準備物（協議シート等）
・教科グループ編成 ※グループは適宜編成
○役割分担の確認
・全体会（研究部）：司会・記録・まとめ
・各グループ：司会・記録・写真

②事前指導案審議
〈研究部担当教諭・授業者〉

○主眼の適切性
・教科の目標と内容に沿っているか
・主眼を達成した時の子どもの姿として書かれて
いるか

・評価できるものか
○手立ての有効性
・主眼を実現できるものであるか
・「牟田山流学習の極意」に沿ったものか
○交流の質の保証
・教科の見方・考え方に沿ったものであるか
・目的に応じた交流の形態となっているか
○評価の適切性
・評価の方法
・評価のタイミング
・主眼との整合性

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

研
究
部
）
【
�
週
間
前
】

【研究授業当日】
⑤研究授業

⑥授業整理会
〈各グループ〉

Ⅰ自評
・ねらいの達成度
・手立ての有効性
・達成度の判断の根拠（課題の要因）
・課題の改善策
Ⅱワークショップ
・手立ての有効性（成果と課題）
※牟田山流学習の極意に沿って（ワークシート）

・抽出生の様子
※参観者全員が担当の抽出生を観察する

・課題の改善策
・各教科に取り入れられること
・指導技術
Ⅲグループ内のまとめ（司会）
Ⅳ各グループの発表
Ⅴ全体のまとめ（研究部の担当者）
Ⅵアンケート記入
・協議内容から自分の普段の授業で生かせる
こと

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

職
員
）
【
２
日
前
】

指

導

案

修

正

（

授

業

者

�

【前日】

③各グループ内の整理会
における役割分担提示

〈研究部より〉
・司会・記録・写真
※各グループ記録・写真担
当は成果物掲示まで担当

④司会者打ち合わせ
〈研究主任・各グループ司会者〉

○授業整理会の進め方の確認
※各グループの司会者は毎
回異なり、全員が年間で１
回以上は行うものとする。

・課題の焦点化を図る
※「牟田山流学習の極意」
に沿って課題を導き出す

・改善策をカテゴライズする
※他教科の視点から見た改
善策を導き出す

・出された意見をつないで協
議のまとめを行う

【２日後】
⑨教務便り発行
〈教務主幹教諭〉

○教務便り（研究授業の振り返り）

の発行

・各グループの協議内容

※牟田山流学習の極意に沿った研

修成果と課題

・研究部及び校長、教頭からの

フィードバック

・協議の進め方についての課題と

改善策の共有

【研究授業当日】
⑧研修の振り返り

〈研究部・教務主幹教諭〉

○各グループの協議内容の整理

※牟田山中学習の極意に沿っ

て、「手立ての有効性」「交

流の質」「子どもの様子」

「指導技術」等の観点でまと

める

○協議の進め方についての課題

と改善策の共有

⑦成果物の共有
（職員室に掲示）
〈全職員〉

・各グループの審議内容（審議の

際に使用した模造紙）

・板書のコピー（拡大版カラー）

・子どもの活動の様子（写真）

※各グループの記録・写真担当

者が作成

教務
主幹教諭

研究主任

研究部校長・教頭

校長、教頭、教務、研修部で研修
会の振り返りをしていて「事例をも
とに根拠を示しながら説明をする
というのを意識して取り組んでも
らっている。
これを全ての教科で目
指すといいね」という
ことが出ていました。
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②
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

A1-1 児童生徒の学力実態について客観的な分析を通して、課題を明確
にし、それを踏まえた目標と具体的な取組を設定することです。

大牟田市立松原中学校学力向上プラン（９月）

視点２【授業づくり】
事実と理由をもとに

結論を論理的に表現す
る対話活動を位置付け
た知識と技能を習得す
る授業づくり

視点４【教員の意
識・指導力の向上】
学習プリント・

ノートに自分の考え
を根拠をもとに書く
機会をつくる。

Ⅰ 視点１－①の課題に
対応した目標を立てて
います。

Ⅱ 「考えの根拠」を共
通内容として取組を設
定することで、課題と
関連付けています。

令和元年度 松原中学校 学力向上プラン

久留米市立牟田山中学校
学力向上ロードマップ

各担当の役割を年間計画に
位置づけることで計画的に取
組を進めることができます。

A1-2 いつ（までに）、誰が、何をするのか見通しをもつことです。

視点１－②《短期目標》
事実と理由をもとに結論を論理的に表現したり、対話活

動をもとに自分の考えを広げたり、深めたりできる生徒

視点１－①
内容を捉えて自分の考えをもったり伝

えたい内容を根拠をもとに説明したりす
ることが課題。
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

Q1 効果的な検証改善サイクルを確立するために大切なことは、何ですか？ Q2 協働的な組織をつくる上で大切なことは、何ですか？

A2 目標達成に向けた効率的な組織をつくることと教職員全体で取組の
成果や課題を共有することです。

① 学力向上プランの各取組に対応した組織をつくりましょう。

② 各種調査結果にみられる課題について、「通信（便り）等」で情報
を共有しましょう。

福津市立福間東中学校の研究推進体制

学力向上プランの
各視点に沿った役割
を全教職員で分担す
ることで、当事者意
識をもって取組を進
めることができます。

行橋市立行橋中学校の教務部報

各部会の進捗状況等
を確認する「マネジメ
ント委員会」、「研究
推進委員会」を設置す
ることで、すべての部
会が全体の方針に沿っ
て取組を進めることが
できます。

学力向上プランの視点や自
校で共通して行う取組につい
て、教師と生徒の双方による
評価結果を比較し、課題を分
析しています。

全国学力・学
習状況調査の結
果推移をグラフ
を使って分かり
やすく提示する
ことで、課題の
共有を図ってい
ます。

Q3 授業改善の取組を全教職員に浸透させるために大切なことは、何ですか？

A3-1 共通して取り組む学習過程などを全教職員が理解し実践することです。

○ 単元や１単位時間の学習過程のつくり方を具体的なモデルで示しま
しょう。

田川市立鎮西中学校の授業のグランドデザイン学習過程に沿っ
た学習形態を示す
ことで、すべての
教科で実践できる
ようにしています。

「見通す」段階と
「交流する」段階
における指導のポ
イントを明確にし
ています。

発言を予想する
ことで、生徒の姿
を見取りやすくし
ています。

主眼とめあてと
まとめが沿うよう
に、例を示してい
ます。

本時の核となる
思考に沿った表現
技法（例）を示し
ています。

中心となる活動
の目的と手立てを
明らかにしていま
す。

福津市立福間東中学校の「３段階５活動」による学習過程
３段階５活動の学習過程を組み、

活動時間の目安や具体的な活動内容
を明らかにすることで、教科の枠を
超えて共通した過程での授業づくり
を可能にしています。

５
活
動

３
段
階

宇美町立宇美東中学校の学習の「めあて」

授業構想段階で、本時のめあてに沿って「考える
ための技法」を明らかにしたり、問題の中に「物事
を捉える際の視点や考え方」を取り入れたりするこ
とを共通の取組としています。
このことにより、生徒が自ら考えをつくれるよう

な授業が行われています。

単元全体を１枚のシート
にまとめることで一目で単
元全体の流れが見えます。

【単元マップ作成の手順】
① 単元で育成する資質・能
力を設定

② 指導の重点や時間配分の
設定

③ 単元計画の中に３つの授
業スタイルの位置付け

④ 到達度を見取る問題（検
証問題）の作成

※ 検証問題は、全国学力・
学習状況調査や公立高校入
試問題を参考に教科部会や
教務主任と検討。

１単位時間のねらいに
沿って、３つの授業の型を
位置付けます。

（問題解決型）
学習した知識及び技能を

使って問題を解く。

（講義説明型、訓練鍛錬型）
問題解決に必要な知識及

び技能を習得する。

行橋市立行橋中学校の
単元マップ

検証問題

A3-2 研究授業のＰＤＣＡサイクルにおける役割分担を明確にし、全員が
関わりあえる体制をつくることです。

社会科 数学科

国語科

家庭科

宇美町立宇美東中学校の
授業反省協議会

久留米市立牟田山中学校の研究授業のPDCA

複数の教科の
教師が集まり、
学習指導要領を
根拠に授業づく
りについて議論
することで、確
かな授業づくり
を行います。

すべての教師が授業に関わるよう、指導案検討(P)→研究
授業(D)→振り返り(C・A)段階の役割や内容を決めています。

第一次 身近な事象を通して、消費生活と市場経済についての理解を深める。

①講義説明型 ②講義説明型

④講義説明型③問題解決型

第二次 生産と金融のしくみと役割、社会における企業の役割と責任について考え
る。

⑦講義説明型

⑤問題解決型 ⑥問題解決型

⑧訓練鍛錬型

第三次 社会生活における職業の意義と役割、雇用と労働条件の改善について多面
的・多角的に考える。

⑨問題解決型 ⑩問題解決型

指導案に添付する学習
指導要領の写し

研 究 授 業 の P D C A 久留米市立牟田山中学校

Ｄ 実行Ｐ 計画

Ｃ・Ａ 点検・修正

【５日前】

①研究部打ち合わせ
〈校長、教頭・研究部・教務主幹教諭〉
○日程及び授業者等の確認
・日程、会場（授業教室・協議会場）
・準備物（協議シート等）
・教科グループ編成 ※グループは適宜編成
○役割分担の確認
・全体会（研究部）：司会・記録・まとめ
・各グループ：司会・記録・写真

②事前指導案審議
〈研究部担当教諭・授業者〉

○主眼の適切性
・教科の目標と内容に沿っているか
・主眼を達成した時の子どもの姿として書かれて
いるか

・評価できるものか
○手立ての有効性
・主眼を実現できるものであるか
・「牟田山流学習の極意」に沿ったものか
○交流の質の保証
・教科の見方・考え方に沿ったものであるか
・目的に応じた交流の形態となっているか
○評価の適切性
・評価の方法
・評価のタイミング
・主眼との整合性

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

研
究
部
）
【
�
週
間
前
】

【研究授業当日】
⑤研究授業

⑥授業整理会
〈各グループ〉

Ⅰ自評
・ねらいの達成度
・手立ての有効性
・達成度の判断の根拠（課題の要因）
・課題の改善策
Ⅱワークショップ
・手立ての有効性（成果と課題）
※牟田山流学習の極意に沿って（ワークシート）

・抽出生の様子
※参観者全員が担当の抽出生を観察する

・課題の改善策
・各教科に取り入れられること
・指導技術
Ⅲグループ内のまとめ（司会）
Ⅳ各グループの発表
Ⅴ全体のまとめ（研究部の担当者）
Ⅵアンケート記入
・協議内容から自分の普段の授業で生かせる
こと

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

職
員
）
【
２
日
前
】

指

導

案

修

正

（

授

業

者

�

【前日】

③各グループ内の整理会
における役割分担提示

〈研究部より〉
・司会・記録・写真
※各グループ記録・写真担
当は成果物掲示まで担当

④司会者打ち合わせ
〈研究主任・各グループ司会者〉

○授業整理会の進め方の確認
※各グループの司会者は毎
回異なり、全員が年間で１
回以上は行うものとする。

・課題の焦点化を図る
※「牟田山流学習の極意」
に沿って課題を導き出す

・改善策をカテゴライズする
※他教科の視点から見た改
善策を導き出す

・出された意見をつないで協
議のまとめを行う

【２日後】
⑨教務便り発行
〈教務主幹教諭〉

○教務便り（研究授業の振り返り）

の発行

・各グループの協議内容

※牟田山流学習の極意に沿った研

修成果と課題

・研究部及び校長、教頭からの

フィードバック

・協議の進め方についての課題と

改善策の共有

【研究授業当日】
⑧研修の振り返り

〈研究部・教務主幹教諭〉

○各グループの協議内容の整理

※牟田山中学習の極意に沿っ

て、「手立ての有効性」「交

流の質」「子どもの様子」

「指導技術」等の観点でまと

める

○協議の進め方についての課題

と改善策の共有

⑦成果物の共有
（職員室に掲示）
〈全職員〉

・各グループの審議内容（審議の

際に使用した模造紙）

・板書のコピー（拡大版カラー）

・子どもの活動の様子（写真）

※各グループの記録・写真担当

者が作成

教務
主幹教諭

研究主任

研究部校長・教頭

校長、教頭、教務、研修部で研修
会の振り返りをしていて「事例をも
とに根拠を示しながら説明をする
というのを意識して取り組んでも
らっている。
これを全ての教科で目
指すといいね」という
ことが出ていました。
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

A1-1 児童生徒の学力実態について客観的な分析を通して、課題を明確
にし、それを踏まえた目標と具体的な取組を設定することです。

大牟田市立松原中学校学力向上プラン（９月）

視点２【授業づくり】
事実と理由をもとに

結論を論理的に表現す
る対話活動を位置付け
た知識と技能を習得す
る授業づくり

視点４【教員の意
識・指導力の向上】
学習プリント・

ノートに自分の考え
を根拠をもとに書く
機会をつくる。

Ⅰ 視点１－①の課題に
対応した目標を立てて
います。

Ⅱ 「考えの根拠」を共
通内容として取組を設
定することで、課題と
関連付けています。

令和元年度 松原中学校 学力向上プラン

久留米市立牟田山中学校
学力向上ロードマップ

各担当の役割を年間計画に
位置づけることで計画的に取
組を進めることができます。

A1-2 いつ（までに）、誰が、何をするのか見通しをもつことです。

視点１－②《短期目標》
事実と理由をもとに結論を論理的に表現したり、対話活

動をもとに自分の考えを広げたり、深めたりできる生徒

視点１－①
内容を捉えて自分の考えをもったり伝

えたい内容を根拠をもとに説明したりす
ることが課題。
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Q1 効果的な検証改善サイクルを確立するために大切なことは、何ですか？ Q2 協働的な組織をつくる上で大切なことは、何ですか？

A2 目標達成に向けた効率的な組織をつくることと教職員全体で取組の
成果や課題を共有することです。

① 学力向上プランの各取組に対応した組織をつくりましょう。

② 各種調査結果にみられる課題について、「通信（便り）等」で情報
を共有しましょう。

福津市立福間東中学校の研究推進体制

学力向上プランの
各視点に沿った役割
を全教職員で分担す
ることで、当事者意
識をもって取組を進
めることができます。

行橋市立行橋中学校の教務部報

各部会の進捗状況等
を確認する「マネジメ
ント委員会」、「研究
推進委員会」を設置す
ることで、すべての部
会が全体の方針に沿っ
て取組を進めることが
できます。

学力向上プランの視点や自
校で共通して行う取組につい
て、教師と生徒の双方による
評価結果を比較し、課題を分
析しています。

全国学力・学
習状況調査の結
果推移をグラフ
を使って分かり
やすく提示する
ことで、課題の
共有を図ってい
ます。

Q3 授業改善の取組を全教職員に浸透させるために大切なことは、何ですか？

A3-1 共通して取り組む学習過程などを全教職員が理解し実践することです。

○ 単元や１単位時間の学習過程のつくり方を具体的なモデルで示しま
しょう。

田川市立鎮西中学校の授業のグランドデザイン学習過程に沿っ
た学習形態を示す
ことで、すべての
教科で実践できる
ようにしています。

「見通す」段階と
「交流する」段階
における指導のポ
イントを明確にし
ています。

発言を予想する
ことで、生徒の姿
を見取りやすくし
ています。

主眼とめあてと
まとめが沿うよう
に、例を示してい
ます。

本時の核となる
思考に沿った表現
技法（例）を示し
ています。

中心となる活動
の目的と手立てを
明らかにしていま
す。

福津市立福間東中学校の「３段階５活動」による学習過程
３段階５活動の学習過程を組み、
活動時間の目安や具体的な活動内容
を明らかにすることで、教科の枠を
超えて共通した過程での授業づくり
を可能にしています。

５
活
動

３
段
階

宇美町立宇美東中学校の学習の「めあて」

授業構想段階で、本時のめあてに沿って「考える
ための技法」を明らかにしたり、問題の中に「物事
を捉える際の視点や考え方」を取り入れたりするこ
とを共通の取組としています。
このことにより、生徒が自ら考えをつくれるよう
な授業が行われています。

単元全体を１枚のシート
にまとめることで一目で単
元全体の流れが見えます。

【単元マップ作成の手順】
① 単元で育成する資質・能
力を設定
② 指導の重点や時間配分の
設定
③ 単元計画の中に３つの授
業スタイルの位置付け
④ 到達度を見取る問題（検
証問題）の作成

※ 検証問題は、全国学力・
学習状況調査や公立高校入
試問題を参考に教科部会や
教務主任と検討。

１単位時間のねらいに
沿って、３つの授業の型を
位置付けます。

（問題解決型）
学習した知識及び技能を
使って問題を解く。

（講義説明型、訓練鍛錬型）
問題解決に必要な知識及
び技能を習得する。

行橋市立行橋中学校の
単元マップ

検証問題

A3-2 研究授業のＰＤＣＡサイクルにおける役割分担を明確にし、全員が
関わりあえる体制をつくることです。

社会科 数学科

国語科

家庭科

宇美町立宇美東中学校の
授業反省協議会

久留米市立牟田山中学校の研究授業のPDCA

複数の教科の
教師が集まり、
学習指導要領を
根拠に授業づく
りについて議論
することで、確
かな授業づくり
を行います。

すべての教師が授業に関わるよう、指導案検討(P)→研究
授業(D)→振り返り(C・A)段階の役割や内容を決めています。

第一次 身近な事象を通して、消費生活と市場経済についての理解を深める。

①講義説明型 ②講義説明型

④講義説明型③問題解決型

第二次 生産と金融のしくみと役割、社会における企業の役割と責任について考え
る。

⑦講義説明型

⑤問題解決型 ⑥問題解決型

⑧訓練鍛錬型

第三次 社会生活における職業の意義と役割、雇用と労働条件の改善について多面
的・多角的に考える。

⑨問題解決型 ⑩問題解決型

指導案に添付する学習
指導要領の写し

研 究 授 業 の P D C A 久留米市立牟田山中学校

Ｄ 実行Ｐ 計画

Ｃ・Ａ 点検・修正

【５日前】

①研究部打ち合わせ
〈校長、教頭・研究部・教務主幹教諭〉
○日程及び授業者等の確認
・日程、会場（授業教室・協議会場）
・準備物（協議シート等）
・教科グループ編成 ※グループは適宜編成
○役割分担の確認
・全体会（研究部）：司会・記録・まとめ
・各グループ：司会・記録・写真

②事前指導案審議
〈研究部担当教諭・授業者〉

○主眼の適切性
・教科の目標と内容に沿っているか
・主眼を達成した時の子どもの姿として書かれて
いるか

・評価できるものか
○手立ての有効性
・主眼を実現できるものであるか
・「牟田山流学習の極意」に沿ったものか
○交流の質の保証
・教科の見方・考え方に沿ったものであるか
・目的に応じた交流の形態となっているか
○評価の適切性
・評価の方法
・評価のタイミング
・主眼との整合性

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

研
究
部
）
【
�
週
間
前
】

【研究授業当日】
⑤研究授業

⑥授業整理会
〈各グループ〉

Ⅰ自評
・ねらいの達成度
・手立ての有効性
・達成度の判断の根拠（課題の要因）
・課題の改善策
Ⅱワークショップ
・手立ての有効性（成果と課題）
※牟田山流学習の極意に沿って（ワークシート）

・抽出生の様子
※参観者全員が担当の抽出生を観察する

・課題の改善策
・各教科に取り入れられること
・指導技術
Ⅲグループ内のまとめ（司会）
Ⅳ各グループの発表
Ⅴ全体のまとめ（研究部の担当者）
Ⅵアンケート記入
・協議内容から自分の普段の授業で生かせる
こと

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

職
員
）
【
２
日
前
】

指

導

案

修

正

（

授

業

者

�

【前日】

③各グループ内の整理会
における役割分担提示

〈研究部より〉
・司会・記録・写真
※各グループ記録・写真担
当は成果物掲示まで担当

④司会者打ち合わせ
〈研究主任・各グループ司会者〉

○授業整理会の進め方の確認
※各グループの司会者は毎
回異なり、全員が年間で１
回以上は行うものとする。

・課題の焦点化を図る
※「牟田山流学習の極意」
に沿って課題を導き出す

・改善策をカテゴライズする
※他教科の視点から見た改
善策を導き出す

・出された意見をつないで協
議のまとめを行う

【２日後】
⑨教務便り発行
〈教務主幹教諭〉

○教務便り（研究授業の振り返り）

の発行

・各グループの協議内容

※牟田山流学習の極意に沿った研

修成果と課題

・研究部及び校長、教頭からの

フィードバック

・協議の進め方についての課題と

改善策の共有

【研究授業当日】
⑧研修の振り返り

〈研究部・教務主幹教諭〉

○各グループの協議内容の整理

※牟田山中学習の極意に沿っ

て、「手立ての有効性」「交

流の質」「子どもの様子」

「指導技術」等の観点でまと

める

○協議の進め方についての課題

と改善策の共有

⑦成果物の共有
（職員室に掲示）
〈全職員〉

・各グループの審議内容（審議の

際に使用した模造紙）

・板書のコピー（拡大版カラー）

・子どもの活動の様子（写真）

※各グループの記録・写真担当

者が作成

教務
主幹教諭

研究主任

研究部校長・教頭

校長、教頭、教務、研修部で研修
会の振り返りをしていて「事例をも
とに根拠を示しながら説明をする
というのを意識して取り組んでも
らっている。
これを全ての教科で目
指すといいね」という
ことが出ていました。
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

A1-1 児童生徒の学力実態について客観的な分析を通して、課題を明確
にし、それを踏まえた目標と具体的な取組を設定することです。

大牟田市立松原中学校学力向上プラン（９月）

視点２【授業づくり】
事実と理由をもとに

結論を論理的に表現す
る対話活動を位置付け
た知識と技能を習得す
る授業づくり

視点４【教員の意
識・指導力の向上】
学習プリント・

ノートに自分の考え
を根拠をもとに書く
機会をつくる。

Ⅰ 視点１－①の課題に
対応した目標を立てて
います。

Ⅱ 「考えの根拠」を共
通内容として取組を設
定することで、課題と
関連付けています。

令和元年度 松原中学校 学力向上プラン

久留米市立牟田山中学校
学力向上ロードマップ

各担当の役割を年間計画に
位置づけることで計画的に取
組を進めることができます。

A1-2 いつ（までに）、誰が、何をするのか見通しをもつことです。

視点１－②《短期目標》
事実と理由をもとに結論を論理的に表現したり、対話活

動をもとに自分の考えを広げたり、深めたりできる生徒

視点１－①
内容を捉えて自分の考えをもったり伝

えたい内容を根拠をもとに説明したりす
ることが課題。
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担 任 ・ 副 任 に よ る 振 り 返 り 部 分 の 毎 日 の 点 検 と 、 毎 週 末 の 保 護 者 に よ る コ メ ン ト

Q1 効果的な検証改善サイクルを確立するために大切なことは、何ですか？ Q2 協働的な組織をつくる上で大切なことは、何ですか？

A2 目標達成に向けた効率的な組織をつくることと教職員全体で取組の
成果や課題を共有することです。

① 学力向上プランの各取組に対応した組織をつくりましょう。

② 各種調査結果にみられる課題について、「通信（便り）等」で情報
を共有しましょう。

福津市立福間東中学校の研究推進体制

学力向上プランの
各視点に沿った役割
を全教職員で分担す
ることで、当事者意
識をもって取組を進
めることができます。

行橋市立行橋中学校の教務部報

各部会の進捗状況等
を確認する「マネジメ
ント委員会」、「研究
推進委員会」を設置す
ることで、すべての部
会が全体の方針に沿っ
て取組を進めることが
できます。

学力向上プランの視点や自
校で共通して行う取組につい
て、教師と生徒の双方による
評価結果を比較し、課題を分
析しています。

全国学力・学
習状況調査の結
果推移をグラフ
を使って分かり
やすく提示する
ことで、課題の
共有を図ってい
ます。

Q3 授業改善の取組を全教職員に浸透させるために大切なことは、何ですか？

A3-1 共通して取り組む学習過程などを全教職員が理解し実践することです。

○ 単元や１単位時間の学習過程のつくり方を具体的なモデルで示しま
しょう。

田川市立鎮西中学校の授業のグランドデザイン学習過程に沿っ
た学習形態を示す
ことで、すべての
教科で実践できる
ようにしています。

「見通す」段階と
「交流する」段階
における指導のポ
イントを明確にし
ています。

発言を予想する
ことで、生徒の姿
を見取りやすくし
ています。

主眼とめあてと
まとめが沿うよう
に、例を示してい
ます。

本時の核となる
思考に沿った表現
技法（例）を示し
ています。

中心となる活動
の目的と手立てを
明らかにしていま
す。

福津市立福間東中学校の「３段階５活動」による学習過程
３段階５活動の学習過程を組み、

活動時間の目安や具体的な活動内容
を明らかにすることで、教科の枠を
超えて共通した過程での授業づくり
を可能にしています。

５
活
動

３
段
階

宇美町立宇美東中学校の学習の「めあて」

授業構想段階で、本時のめあてに沿って「考える
ための技法」を明らかにしたり、問題の中に「物事
を捉える際の視点や考え方」を取り入れたりするこ
とを共通の取組としています。
このことにより、生徒が自ら考えをつくれるよう
な授業が行われています。

単元全体を１枚のシート
にまとめることで一目で単
元全体の流れが見えます。

【単元マップ作成の手順】
① 単元で育成する資質・能
力を設定

② 指導の重点や時間配分の
設定

③ 単元計画の中に３つの授
業スタイルの位置付け

④ 到達度を見取る問題（検
証問題）の作成

※ 検証問題は、全国学力・
学習状況調査や公立高校入
試問題を参考に教科部会や
教務主任と検討。

１単位時間のねらいに
沿って、３つの授業の型を
位置付けます。

（問題解決型）
学習した知識及び技能を
使って問題を解く。

（講義説明型、訓練鍛錬型）
問題解決に必要な知識及
び技能を習得する。

行橋市立行橋中学校の
単元マップ

検証問題

A3-2 研究授業のＰＤＣＡサイクルにおける役割分担を明確にし、全員が
関わりあえる体制をつくることです。

社会科 数学科

国語科

家庭科

宇美町立宇美東中学校の
授業反省協議会

久留米市立牟田山中学校の研究授業のPDCA

複数の教科の
教師が集まり、
学習指導要領を
根拠に授業づく
りについて議論
することで、確
かな授業づくり
を行います。

すべての教師が授業に関わるよう、指導案検討(P)→研究
授業(D)→振り返り(C・A)段階の役割や内容を決めています。

第一次 身近な事象を通して、消費生活と市場経済についての理解を深める。

①講義説明型 ②講義説明型

④講義説明型③問題解決型

第二次 生産と金融のしくみと役割、社会における企業の役割と責任について考え
る。

⑦講義説明型

⑤問題解決型 ⑥問題解決型

⑧訓練鍛錬型

第三次 社会生活における職業の意義と役割、雇用と労働条件の改善について多面
的・多角的に考える。

⑨問題解決型 ⑩問題解決型

指導案に添付する学習
指導要領の写し

研 究 授 業 の P D C A 久留米市立牟田山中学校

Ｄ 実行Ｐ 計画

Ｃ・Ａ 点検・修正

【５日前】

①研究部打ち合わせ
〈校長、教頭・研究部・教務主幹教諭〉
○日程及び授業者等の確認
・日程、会場（授業教室・協議会場）
・準備物（協議シート等）
・教科グループ編成 ※グループは適宜編成
○役割分担の確認
・全体会（研究部）：司会・記録・まとめ
・各グループ：司会・記録・写真

②事前指導案審議
〈研究部担当教諭・授業者〉

○主眼の適切性
・教科の目標と内容に沿っているか
・主眼を達成した時の子どもの姿として書かれて
いるか
・評価できるものか
○手立ての有効性
・主眼を実現できるものであるか
・「牟田山流学習の極意」に沿ったものか
○交流の質の保証
・教科の見方・考え方に沿ったものであるか
・目的に応じた交流の形態となっているか
○評価の適切性
・評価の方法
・評価のタイミング
・主眼との整合性

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

研
究
部
）
【
�
週
間
前
】

【研究授業当日】
⑤研究授業

⑥授業整理会
〈各グループ〉

Ⅰ自評
・ねらいの達成度
・手立ての有効性
・達成度の判断の根拠（課題の要因）
・課題の改善策
Ⅱワークショップ
・手立ての有効性（成果と課題）
※牟田山流学習の極意に沿って（ワークシート）
・抽出生の様子
※参観者全員が担当の抽出生を観察する
・課題の改善策
・各教科に取り入れられること
・指導技術
Ⅲグループ内のまとめ（司会）
Ⅳ各グループの発表
Ⅴ全体のまとめ（研究部の担当者）
Ⅵアンケート記入
・協議内容から自分の普段の授業で生かせる
こと

指
導
案
提
出
（
授
業
者→

職
員
）
【
２
日
前
】

指

導

案

修

正

（

授

業

者

�

【前日】

③各グループ内の整理会
における役割分担提示

〈研究部より〉
・司会・記録・写真
※各グループ記録・写真担
当は成果物掲示まで担当

④司会者打ち合わせ
〈研究主任・各グループ司会者〉

○授業整理会の進め方の確認
※各グループの司会者は毎
回異なり、全員が年間で１
回以上は行うものとする。

・課題の焦点化を図る
※「牟田山流学習の極意」
に沿って課題を導き出す

・改善策をカテゴライズする
※他教科の視点から見た改
善策を導き出す

・出された意見をつないで協
議のまとめを行う

【２日後】
⑨教務便り発行
〈教務主幹教諭〉

○教務便り（研究授業の振り返り）

の発行

・各グループの協議内容

※牟田山流学習の極意に沿った研

修成果と課題

・研究部及び校長、教頭からの

フィードバック

・協議の進め方についての課題と

改善策の共有

【研究授業当日】
⑧研修の振り返り

〈研究部・教務主幹教諭〉

○各グループの協議内容の整理

※牟田山中学習の極意に沿っ

て、「手立ての有効性」「交

流の質」「子どもの様子」

「指導技術」等の観点でまと

める

○協議の進め方についての課題

と改善策の共有

⑦成果物の共有
（職員室に掲示）
〈全職員〉

・各グループの審議内容（審議の

際に使用した模造紙）

・板書のコピー（拡大版カラー）

・子どもの活動の様子（写真）

※各グループの記録・写真担当

者が作成

教務
主幹教諭

研究主任

研究部校長・教頭

校長、教頭、教務、研修部で研修
会の振り返りをしていて「事例をも
とに根拠を示しながら説明をする
というのを意識して取り組んでも
らっている。
これを全ての教科で目
指すといいね」という
ことが出ていました。



平成２９・３０・令和元年度
学力向上推進拠点校の成果に基づく
組織的・協働的な学力向上の取組

Ｑ＆Ａ
福岡県教育委員会
令和２年３月

福津市立福間東中学校 宇美町立宇美東中学校

宮若市立宮若東中学校

久留米市立牟田山中学校
大牟田市立松原中学校

行橋市立行橋中学校 田川市立鎮西中学校

まとめ 学力向上推進拠点校の成果を各校の取組につなぐために。

校長のリーダーシップとマネジメントによる経営方策が全教職員に行
きわたることが重要です！

福岡県教育庁教育振興部義務教育課
〒812-8575 福岡市博多区東公園７番７号
TEL (092)643-3910

URL http://gimu.fku.ed.jp

① 機動力を持ったミドルリーダーを育成しましょう。
・ 先を見据えた人材育成計画を立てましょう。
・ 役割のPDCAを体験させ、マネジメント力を育てま
しょう。

② 一人一人のモチベーションを上げましょう。
・ 「なぜ、やるのか」の意義について議論し、納得感を
もって取り組めるようにしましょう。

・ 満足感が得られるようなフィードバックをしましょう。

検索義務教育課各種資料

④ 学習過程の終末に学習を振り返る時間を位置付け、記述された内容
から、授業を検証しましょう。

③ 児童生徒と教師が同じ項目で授業評価できるようにしましょう。

大牟田市立松原中学校「授業評価」

児童生徒による「授業評価」 教師による「授業評価」

宮若市立宮若東中学校「Point Getシートの取組」

めあて
づくり
考えの
広がり
深まり
まとめ
振り返り

双方向の評価により意識のズレが確認できます。

１時間の授業の終末に、その時間の学
習で大切だと思うポイントを生徒自身で
まとめます。
生徒は、授業で分かったこと、分から

なかったことを明らかにすることができ、
教師は本時の主眼が達成できたかを明ら
かにすることができます。
生徒にとっては、毎時間のポイントの

積み上げが定期考査前の自学の資料にな
ります。

A3-3 児童生徒による授業評価を活用し、「学習の主体者である児童生
徒」の視点から授業を改善することです。

② 授業づくりの視点に合わせて評価シートなどの工夫をしましょう。

久留米市立牟田山中学校の自評シート

① 学校全体で取り組む授業改善の視点に沿って明確な評価規準をつく
りましょう。

田川市立鎮西中学校の学力向上プラン（一部）と
「授業改善の視点」視点２【授業づくり】

○ 「めあて」と「まとめ」
を明確にした授業
○ 自分の考えを「かく活
動」や「交流する活動」を
位置付けた授業

【授業づくり】の視
点に示した内容に全教
職員が取り組めるよう、
対応した評価規準が作
成されています。

共通の学習過程に沿った自評
シートを作成することで、手立て
の意識化が図れます。

自評シート 

（授業参観して頂き、ありがとうございました。では、自評を述べさせてもらいます。） 

本日の授業は、主眼として 
 
 
ことをねらいとし、授業後の生徒の姿としては、 
 
 
を目指して授業を行いました。この主眼達成のための手だてとして、 
【個①に対する手立て】では、 
 
 
 
【小集団に対する手立て】では、 
 
 
 
【個②に対する手立て】では、 
 
 
 
最後に、【振り返り】では、 

取組全体の
構造



平成２９・３０・令和元年度
学力向上推進拠点校の成果に基づく
組織的・協働的な学力向上の取組

Ｑ＆Ａ
福岡県教育委員会
令和２年３月

福津市立福間東中学校 宇美町立宇美東中学校

宮若市立宮若東中学校

久留米市立牟田山中学校
大牟田市立松原中学校

行橋市立行橋中学校 田川市立鎮西中学校

まとめ 学力向上推進拠点校の成果を各校の取組につなぐために。

校長のリーダーシップとマネジメントによる経営方策が全教職員に行
きわたることが重要です！

福岡県教育庁教育振興部義務教育課
〒812-8575 福岡市博多区東公園７番７号
TEL (092)643-3910

URL http://gimu.fku.ed.jp

① 機動力を持ったミドルリーダーを育成しましょう。
・ 先を見据えた人材育成計画を立てましょう。
・ 役割のPDCAを体験させ、マネジメント力を育てま
しょう。

② 一人一人のモチベーションを上げましょう。
・ 「なぜ、やるのか」の意義について議論し、納得感を
もって取り組めるようにしましょう。

・ 満足感が得られるようなフィードバックをしましょう。

検索義務教育課各種資料

④ 学習過程の終末に学習を振り返る時間を位置付け、記述された内容
から、授業を検証しましょう。

③ 児童生徒と教師が同じ項目で授業評価できるようにしましょう。

大牟田市立松原中学校「授業評価」

児童生徒による「授業評価」 教師による「授業評価」

宮若市立宮若東中学校「Point Getシートの取組」

めあて
づくり
考えの
広がり
深まり
まとめ
振り返り

双方向の評価により意識のズレが確認できます。

１時間の授業の終末に、その時間の学
習で大切だと思うポイントを生徒自身で
まとめます。
生徒は、授業で分かったこと、分から
なかったことを明らかにすることができ、
教師は本時の主眼が達成できたかを明ら
かにすることができます。
生徒にとっては、毎時間のポイントの
積み上げが定期考査前の自学の資料にな
ります。

A3-3 児童生徒による授業評価を活用し、「学習の主体者である児童生
徒」の視点から授業を改善することです。

② 授業づくりの視点に合わせて評価シートなどの工夫をしましょう。

久留米市立牟田山中学校の自評シート

① 学校全体で取り組む授業改善の視点に沿って明確な評価規準をつく
りましょう。

田川市立鎮西中学校の学力向上プラン（一部）と
「授業改善の視点」視点２【授業づくり】

○ 「めあて」と「まとめ」
を明確にした授業
○ 自分の考えを「かく活
動」や「交流する活動」を
位置付けた授業

【授業づくり】の視
点に示した内容に全教
職員が取り組めるよう、
対応した評価規準が作
成されています。

共通の学習過程に沿った自評
シートを作成することで、手立て
の意識化が図れます。

自評シート 

（授業参観して頂き、ありがとうございました。では、自評を述べさせてもらいます。） 

本日の授業は、主眼として 
 
 
ことをねらいとし、授業後の生徒の姿としては、 
 
 
を目指して授業を行いました。この主眼達成のための手だてとして、 
【個①に対する手立て】では、 
 
 
 
【小集団に対する手立て】では、 
 
 
 
【個②に対する手立て】では、 
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